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京都市立芸術大学美術学部／大学院美術研究科
デザイン科特任講師

京都大学大学院人間・環境学研究科を2020年3月
に修了。
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SNSに写真を上げるのは自分が
他ではなくそこを訪れたという
この現実を肯定し祝福するため
で、ある種の祈りのようなもの
だ、という話を PHaT PHOTO  
というウェブマガジンに寄稿。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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哲学はどんな感じの営みであり、それ
がビジネスとどのような関係を結びう
るか、「孤独」と「常時接続」の関係
は何かなどについて答えたインタ
ビュー。株式会社インフォマートの
ウェブメディア “Less is More.” で去
年の今頃受けた取材記事。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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「過去を取り消せないが、未来には働きか
けられる」。他者と状況から学びつつ思考
したデューイは、保守的かつリベラルな未
来志向の哲学を構想した。プラグマティス
トは近代化にどう応答したのか。心理学、
神学、ロマン主義、自然主義、パース、
ジェイムズ、ローティ、オルテガ、リップ
マンなどとの線を結び、アメリカ哲学の新
しい星座を描く。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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19世紀から20世紀の世紀転換期、アメリカには革新主義と呼ばれる知的運動が立
ち上がりました。ある研究者は、革新主義が「社会」という領域を発見したと表
現しました。

かつての小規模で閉じられた共同体ではなく、人・物・情報が多角的にやりとり
される複雑かつ大規模な「社会」という領域をシリアスに捉えた知識人たちが、
本書の主人公たちです。この領域で発生した様々な社会問題のために知的リソー
スを生かし、学識を再編成した人物たちの知的遺産を批判的に再構成することに、
本書は取り組んでいます。

彼らはどんな社会問題を抱え、それをどのように議論し、取り組んできたので
しょうか。様々な領域で活動し、多様な人物と協働した哲学者のジョン・デュー
イを中心に、アメリカの社会批評の系譜をたどっていきます。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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ジョン・デューイってどんな
人なのか問題
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John Dewey (1859-1952)

写真は1902年（シカゴ大学時代）
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高知県立公立学校教員採用候補者選考審査（平
成21年度）筆記試験、「高等学校公民」の問題

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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デューイを慕って集まりに顔を出した人が、
デューイがあまりに大人しく人の話を聞くから、
どこにいるのかついぞわからなかったというエ
ピソードがある。
哲学者として珍しいタイプかもしれない。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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David Hildebrand「ジョン・デューイ」という項目（SEP）

・パースやジェイムズと並ぶ、初期プラグマティストの一人
・「20世紀前半の、恐らく最も有名なアメリカの知識人」
・教育に関する理論と実験がグローバルな影響力を発揮
・当時起こりつつあった心理学に彼の理論は影響を与えた
・民主主義の理論と実践の影響力すご
・倫理学、認識論、論理学、形而上学、美学、宗教哲学など
についても、体系的な知見を提示した
・彼の哲学は「メタ哲学」を含んでいる

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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デューイは、ジョンズ・ホプキンス大学で大学院生だった頃、
グランヴィル・スタンレー・ホールの指導を受けている。
※ホールは、ジェイムズの下で心理学に関する業績で博士号を取得した。

最初期の著作『心理学』で、大学教科書としてはかなり成功
した（三度改訂された）。

しかし、ウィリアム・ジェイムズは期待して読んだけど、
思ったほどじゃなかったとがっかりされた。
（その後、シカゴ大学に移った頃の共同研究は絶賛された）

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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デューイは、1892年に設立されたAmerican Psychological 

Association (APA) の会長に1899年選出された。
※APA初代会長は、G.S.ホール

心理学者として当時影響力を持っていた確からしい。
心理学者としての言葉に触れる前に、彼の知的背景を掘り下
げる。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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ダーウィンから影響を受けた
デューイ

※チャールズ・ダーウィン。『種の起源』(1859)の著者。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12

15



「デューイのプラグマティズム――あるいは彼
が『プラグマティズム』や『道具主義』よりも
好んだ〔言葉である〕『文化的自然主義』――
は、より広範な領域においてダーウィン的世界
観を哲学的に批評し再構築するものとして理解
されうる。」(Hildebrand, 2018)
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生理学の授業で進化論を学んだときの経験の回想

「幾年も前の私の知的影響について、正確に話
すことは難しい。けれども、相互依存と相互連
関した統一の感覚は、あの学究から得られたと
いう印象を持っている。その感覚は、不完全な
がら始まっていた知的感動に形を与え、どんな
分野の題材も従わねばならないものの見方に関
する、一種の類型や模範を作り出したのだ。」

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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生理学の授業で進化論を学んだときの経験の回想

「（中略）いずれにせよ、私はその学究から以
前に接触したことがあるどんなことより大きな
刺激を受けた。その特定分野で進み続けるとい
う欲望は私の中で目覚めなかったけれども、あ
る特徴的な哲学的関心の目覚めに日付をつける
なら、このときだろう。」
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John Dewey (1859-1952)

写真は1902年（シカゴ大学時代）
谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
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「ダーウィン的進化論のより広範なイメージの
内側から始めると、哲学は、相互依存的な環境-
内-有機体 (organisms-in-environments) が行う活動の
一種とみなされるはずである。この活動的な適
応という観点こそが、生きた文脈から派生した
概念を、抽象したり具体化したりする伝統的哲
学の傾向をデューイに批判させた。」(Hildebrand, 

2018)

※ “marbles in the jar”(瓶の中のビー玉）ではない。瓶＝環境、ビー玉＝主体・有機体

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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「他の古典的プラグマティストと同様に、
デューイは形而上学や認識論の伝統的な二元論
（精神／身体、自然／文化、自己／社会、理性／感情など）

の批判に焦点を絞り、そして、より広範な連続
体の一部分としてそうした要素を再構築し
た。」(Hildebrand, 2018)

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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「他の古典的プラグマティストと同様に、
デューイは形而上学や認識論の伝統的な二元論
（精神／身体、自然／文化、自己／社会、理性／感情など）

の批判に焦点を絞り、そして、より広範な連続
体の一部分としてそうした要素を再構築し
た。」(Hildebrand, 2018)
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「第二に、新心理学は、その当時最新の連合主
義に偏っていて、要素的な感覚状態と考えられ
るもの、いわば心的原子にばかり注目し、推移
的で関係的な流れゆく心の成分を無視した。
〔それゆえこの点でジェイムズと新心理学は異
なっている〕」(E.S.リード『魂から心へ』)

※『心理学』にがっかりした問題
レゴブロックのような諸要素の組み合わせで心や知覚を語る

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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「心理学における反射弧概
念」(1896) について

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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デューイは、第三版まで出た『心理学』(大学教科
書）と反射弧概念を批判した論文で、心理学者として
名を上げた。

反射弧論文を通じて、デューイの三つの視点を紹介す
る。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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①心的要素主義への批判

当時の新心理学が、感覚刺激、反応、行動などの事象
を分析のために人為的に分離し、本来的に独立した実
体であるかのように取り扱う点を批判した。
ばらばらの実体を想定し、その後で無理に結合させる
という理路。

単純な要素の組み合わせで心や人を語れるのか

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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②相互作用モデルの甘さへの批判

当時の新心理学の「刺激-反応」モデルが、その場で
有機体が刺激を受動的に受け取り、その後で積極的に
反応すると想定していることを批判。
むしろ、有機体と環境の相互作用は、継続的で累積的
に変化しながらなされるもの。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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②相互作用モデルの甘さへの批判

ジェイムズが用いた、子どもとロウソクの事例。
【通常の心理学的理解】光の感覚が刺激となって、手を伸ばすという
反応が起きる。その結果生じる火傷が刺激となって、手を引くという
反応が起こる。

【妥当な理解】「見る」「手を伸ばす」という動きは、環境と相互作
用した身体・頭・目の筋肉運動の繊細な調整から成り立っている。い
やそもそも、動きも感覚も行為の内にあり、それぞれの行為も一連の
目的・関心・習慣の下に関係しあっている。

心や人を「刺激-反応」だけで語ることができない。より大きな状況
と相互作用を考慮しなければならない。谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ

ウム 2021/06/12
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③真理の対応説的な発想への批判

刺激、感覚、運動、反応といった心理学における様々な概念
は、「固定的な実体(existence)の区別ではなく、柔軟な機能
(function)の様々な区別のことを意味しているにすぎない」
(EW5, 102)

通常の心理学のような、概念が「真の実在」や「本当の現
実」に対応すると想定する発想を批判。
広範でダイナミックで連続的な文脈から便宜的に切り出され
た働きと、その関係性として理解するべきだということ。
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①心的要素主義への批判
→推移的で関係的な統一体として心を捉える

（意識の流れ）

②相互作用モデルの甘さへの批判
→経験や知覚は継続的で累積的である（連続性）

③真理の対応説的な発想への批判
→より広範な文脈を意識し、働きや意味を考える

（機能主義）
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ウム 2021/06/12
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こうした発想は、彼の社会理論まで拡張される。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
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31



「社会心理学の必要性」(1916)について

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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「民主主義の倫理」(1888) という論文

当時の社会哲学や社会契約論などを批判する際にも、「孤立
的で非社会的な原子」として人間を捉える発想への批判、
「社会」とはそうした人間の足し合わせであるという発想へ
の批判が含まれる。

「砂粒の山」として人間を捉え、「秩序を装った何かに押し
込むために、何かわざとらしいモルタルを必要とする」理論
がいかに破綻しているかを彼は論じた。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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「人は人と固有の関係にあるときにはじめて人である」とい
う発想から、社会や人間を論じるべきだとしている。
つまり、広義の社会性を先に想定することなしに、抽象的で
別個のものとして、個人（や制度）を取り扱うことを批判し
ている。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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この発想が、当時の心理学（新心理学や行動主義）へ
の批判にも転用されていく。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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American Psychological Associationの25周年を記念
する会での講演「社会心理学の必要性」(1916)

W.ジェイムズ、G.タルド、ル・ボンなど国内外の心理
学的業績を検討しつつ紹介した上で、模倣・権力欲・
性・快苦など諸々の本能のどれか一つだけを人間行動
を根本的に規定するものとみる一元的な説明を批判す
る。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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American Psychological Associationの25周年を記念
する会での講演「社会心理学の必要性」(1916)

社会心理学の役割は、本性や本能などを受動的なもの
とみなすのではなく、「人間本性に含まれる複雑な諸
要因」が社会的・文化的環境でどのように変化してい
くかを調べることであり、諸本能の可塑性や柔軟性を
考慮することの重要性を指摘。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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American Psychological Associationの25周年を記念
する会での講演「社会心理学の必要性」(1916)

「私たちが心や知能と呼んでいるものは、〔純粋に〕
生得的なものというより、家族・学校・市場・公共の
場所などにおける集団生活によって諸本能が変容され
た結果生じている」。

社会的・文化的要素を考慮した社会心理学の必要性！

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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American Psychological Associationの25周年を記念
する会での講演「社会心理学の必要性」(1916)

機能主義心理学の旗手として学会長を務めたベテラン
の心理学者として、専門職化していく心理学を目の当
たりにしながら、現象の社会的文化的脈絡を考慮せず
に「人間」や「心」に焦点を当てる《社会心理学抜き
の心理学》に釘を指すような講演。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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デューイの「心理」と「社会」
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「過去を取り消せないが、未来には働きか
けられる」。他者と状況から学びつつ思考
したデューイは、保守的かつリベラルな未
来志向の哲学を構想した。プラグマティス
トは近代化にどう応答したのか。心理学、
神学、ロマン主義、自然主義、パース、
ジェイムズ、ローティ、オルテガ、リップ
マンなどとの線を結び、アメリカ哲学の新
しい星座を描く。
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ウム 2021/06/12
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19世紀から20世紀の世紀転換期、アメリカには革新主義と呼ばれる知的運動が立
ち上がりました。ある研究者は、革新主義が「社会」という領域を発見したと表
現しました。

かつての小規模で閉じられた共同体ではなく、人・物・情報が多角的にやりとり
される複雑かつ大規模な「社会」という領域をシリアスに捉えた知識人たちが、
本書の主人公たちです。この領域で発生した様々な社会問題のために知的リソー
スを生かし、学識を再編成した人物たちの知的遺産を批判的に再構成することに、
本書は取り組んでいます。

彼らはどんな社会問題を抱え、それをどのように議論し、取り組んできたので
しょうか。様々な領域で活動し、多様な人物と協働した哲学者のジョン・デュー
イを中心に、アメリカの社会批評の系譜をたどっていきます。
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American Psychological Associationの25周年を記念
する会での講演「社会心理学の必要性」(1916)

「私たちが心や知能と呼んでいるものは、〔純粋に〕
生得的なものというより、家族・学校・市場・公共の
場所などにおける集団生活によって諸本能が変化した
結果生じている」。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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社会構造の変化（近代化）は、人間の心のあり方、知
のあり方を根本的に書き換えうるし、世紀転換期アメ
リカは、実際そのような変化が生じている（と感じら
れていた）。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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デューイを嚆矢（の一人）とするアメリカ社会学の一
派「シカゴ学派」は、都市化や産業化が人々にどのよ
うな影響を与え、そのような状況下で人々がどのよう
な相互作用をしているかを記述・考察してきた。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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デューイが「社会心理学」に託した期待は、アメリカ
心理学ではなく、アメリカ社会学（シカゴ社会学）に
継承された。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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「過去を取り消せないが、未来には働きか
けられる」。他者と状況から学びつつ思考
したデューイは、保守的かつリベラルな未
来志向の哲学を構想した。プラグマティス
トは近代化にどう応答したのか。心理学、
神学、ロマン主義、自然主義、パース、
ジェイムズ、ローティ、オルテガ、リップ
マンなどとの線を結び、アメリカ哲学の新
しい星座を描く。

谷川嘉浩（Twitter: @mircea_morning） UTCPシンポジ
ウム 2021/06/12
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「心理」と「社会」はどのような関係たるべきか
――ジョン・デューイの「社会心理学抜きの心理学」批判
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